
２
０
１
３
年
（
平
成
２
５
年
）
２
月
１
４
日
（
木
） 

地
方
行
政 

木
曜
連
載
続
・
地
域

力
と
地
域
創
造
④ 

 

外
国
人
が
学
ぶ
イ
タ
リ
ア
料
理
研
修
機
関 

食
文
化
を
根
底
に
し
た
輸
出
戦
略 

 

金
丸
弘
美 

食
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー 

 

長
男
の
イ
タ
リ
ア
留
学 

 

筆
者
の
長
男
（
金
丸
知
弘
）
が
イ
タ
リ
ア
留
学
か
ら
帰
国
し
た
。 

 

彼
は
、
イ
タ
リ
ア
北
部
ピ
エ
モ
ン
テ
州
の
人
口
６
０
０
０
人
ほ
ど
の
コ
ス
テ
ィ
リ
オ
ー
レ
村

に
あ
る
「
外
国
人
の
た
め
の
イ
タ
リ
ア
料
理
研
修
機
関
（
Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
＝
Ｉ
ｔ
ａ
ｌ
ｉ
ａ
ｎ 

Ｃ

ｕ
ｌ
ｉ
ｎ
ａ
ｒ
ｙ 

Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ｉ
ｔ
ｕ
ｔ
ｅ 

ｆ
ｏ
ｒ 

Ｆ
ｏ
ｒ
ｅ
ｉ
ｎ
ｅ
ｒ
ｓ
）」
で
学
び
、

そ
の
あ
と
、
ミ
シ
ュ
ラ
ン
一
つ
星
リ
ス
ト
ラ
ン
テ 

グ
イ
ー
ド
・
ダ
・
コ
ス
テ
ィ
リ
オ
ー
レ
（
Ｒ

ｉ
ｓ
ｔ
ｏ
ｒ
ａ
ｎ
ｔ
ｅ 

Ｇ
ｕ
ｉ
ｄ
ｏ 

ｄ
ａ 

Ｃ
ｏ
ｓ
ｔ
ｉ
ｇ
ｌ
ｉ
ｏ
ｌ
ｅ
）
で
研
修
を
受

け
た
。
パ
ス
タ
や
リ
ゾ
ッ
ト
の
プ
リ
モ
ピ
ア
ッ
ト
、
メ
ー
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
の
セ
コ
ン
ド
ピ
ア
ッ

ト
を
担
当
し
た
。
と
て
も
充
実
し
た
内
容
で
、
身
に
つ
い
た
も
の
も
大
き
か
っ
た
よ
う
だ
。 

 

こ
の
留
学
を
強
く
勧
め
た
。
と
い
う
の
も
、
彼
は
筆
者
と
同
じ
よ
う
な
食
の
ま
ち
づ
く
り
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
に
関
わ
り
た
い
と
い
う
希
望
を
持
っ
て
い
る
か
ら
だ
。
な
ら
ば
、
現
場
で
プ

ロ
か
ら
料
理
を
学
び
、
実
際
に
料
理
を
作
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
で
文
化
的
な
活
動
を
見
る

力
を
養
っ
た
方
が
い
い
と
思
っ
た
。 

 

Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
は
、
海
外
か
ら
研
修
生
を
受
け
入
れ
て
い
る
。
外
国
人
に
イ
タ
リ
ア
料
理
を
学
ん

で
も
ら
い
、
食
材
の
輸
出
や
観
光
客
の
誘
致
に
つ
な
げ
よ
う
と
い
う
目
的
が
あ
る
。 

 

ま
さ
に
、
食
文
化
を
根
底
に
し
た
輸
出
戦
略
が
練
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ス
ロ
ー

フ
ー
ド
協
会
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
も
同
じ
で
、
食
材
の
背
景
調
査
や
生
産
加
工
と
の
連
携
、
調

査
を
基
に
し
た
書
籍
の
出
版
、
学
校
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
制
作
と
実
践
、
文
化
と
し
て
の
食
の

発
信
な
ど
、
基
礎
の
組
み
立
て
が
周
到
に
実
践
さ
れ
て
い
る
。 

 

学
校
は
築
８
０
０
年
の
城
の
中 

  

Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
の
存
在
を
知
っ
た
の
は
、
三
國
清
三
シ
ェ
フ
と
共
に
イ
タ
リ
ア
を
訪
問
し
た
２
０

０
４
年
。
驚
い
た
こ
と
に
、
学
校
の
校
舎
は
８
０
０
年
前
に
建
て
ら
れ
た
城
の
中
に
あ
っ
た
。

し
か
も
、
学
校
へ
の
改
装
に
は
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
が
支
援
を
行
っ
て
い
た
。 

 

城
が
大
学
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
同
州
の
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
食
文
化
大
学
も
同
じ
だ
。
大
学
に

は
世
界
各
国
か
ら
学
生
が
や
っ
て
く
る
。
そ
し
て
、
文
化
資
産
に
触
れ
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
観

光
資
源
と
し
て
も
活
き
る
。 

  

さ
ら
に
、
イ
タ
リ
ア
で
は
国
を
挙
げ
て
「
ア
グ
リ
ツ
ー
リ
ズ
モ
」（
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
）

を
推
進
し
て
い
る
。
景
観
の
保
護
と
規
制

を
徹
底
し
、
環
境
と
調
和
し
た
ま
ち
づ
く

り
が
行
わ
れ
て
い
る
。 

 

ア
グ
リ
ツ
ー
リ
ズ
モ
で
利
用
さ
れ
る
農

村
の
宿
泊
施
設
は
１
万
９
７
０
０
軒
に
上

る
。
宿
泊
日
数
の
平
均
は
４
・
５
泊
。
外

国
人
客
が
２
６
％
を
占
め
て
い
る
と
い
う
。 

 

筆
者
も
イ
タ
リ
ア
に
行
く
と
よ
く
利
用

す
る
。
農
家
を
改
築
し
、
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム

と
シ
ャ
ワ
ー
が
付
い
た
個
室
で
、
ワ
イ
ン

や
チ
ー
ズ
な
ど
地
域
の
食
材
を
使
っ
た
食

事
の
レ
ベ
ル
は
極
め
て
高
い
。
ま
た
、
景

観
条
例
に
よ
り
、
建
物
の
雰
囲
気
や
色
調

を
周
辺
の
景
色
に
合
わ
せ
て
い
る
。 

 

こ
う
し
た
宿
泊
施
設
は
、
ド
イ
ツ
や
フ

ラ
ン
ス
、
英
国
に
も
２
万
軒
程
度
あ
る
。 

城
が
学
校
に
な
っ
て
い
る 



 
各
国
と
も
共
通
し
て
い
る
の
は
、
チ
ェ
ー
ン
店
の
看
板
や
自
動
販
売
機
な
ど
が
一
斉
な
い
こ

と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
の
風
景
と
ま
ち
づ
く
り
が
一
体
化
し
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。 

 

そ
の
背
景
に
あ
る
の
は
、
Ｅ
Ｕ
の
統
合
と
環
境
問
題
。
Ｅ
Ｕ
共
通
の
農
業
政
策
と
し
て
環
境

直
接
支
払
制
度
を
導
入
し
、
景
観
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
地
方
の

豊
か
さ
を
都
会
人
の
余
暇
と
観
光
に
連
携
さ
せ
る
仕
組
み
を
つ
く
っ
た
こ
と
だ
。
さ
ら
に
、
有

機
農
業
の
推
進
や
、
ワ
イ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
食
材
の
品
質
向
上
な
ど
、
食
の
ク
オ
リ
テ

ィ
ー
を
高
め
る
こ
と
で
輸
出
に
も
つ
な
げ
る
。
環
境
、
景
観
、
食
の
質
、
快
適
な
宿
泊
と
い
う

ト
ー
タ
ル
な
政
策
が
あ
っ
て
こ
そ
の
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
だ
。 

 

ち
な
み
に
、
世
界
観
光
機
関
（
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
） 

の
「
国
際
観
光
客
受
け
入
れ
者
数 

国
別

ラ
ン
キ
ン
グ
（
２
０
１
１
）
」
に
よ
る
と
、
イ
タ
リ
ア
は
フ
ラ
ン
ス
、
米
国
、
ス
ペ
イ
ン
、
中

国
に
次
い
で
世
界
５
位
。
つ
ま
り
Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
の
運
営
は
、
イ
タ
リ
ア
の
観
光
政
策
と
も
ぴ
っ 

た
り
合
致
し
て
い
る
。 

 

設
立
の
ア
イ
デ
ア
は
東
京
で 

  

Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
が
設
立
さ
れ
た
の
は
１
９
９
１
年
。
８
５
年
に
農
村
観
光
を
奨
励
す
る
ア
グ
リ
ツ

ー
リ
ズ
モ
法
が
制
定
さ
れ
、
８
９
年
に
は
イ
タ
リ
ア
・
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
協
会
が
生
ま
れ
る
な
ど
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
中
で
地
域
が
見
直
さ
れ
た
時
代
で
あ
る
。 

 

設
立
の
い
き
さ
つ
が
面
白
い
。
そ
の
ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ
た
の
は
東
京
・
銀
座
だ
っ
た
の
だ
。 

 

設
立
者
は
ブ
ル
ー
ノ
・
リ
ブ
ラ
ロ
ン
さ
ん
。
ト
リ
ノ
郊
外
に
あ
る
「
ジ
ェ
ッ
ト
ホ
テ
ル
」
の

経
営
者
兼
シ
ェ
フ
で
あ
る
。 

 

８
８
年
、
イ
タ
リ
ア
料
理
が
ブ
ー
ム
だ
っ
た
日
本
を
訪
れ
た
。
バ
ブ
ル
経
済
ま
っ
た
だ
中
の

こ
と
だ
。
し
か
し
、
東
京
で
見
た
イ
タ
リ
ア
料
理
の
食
材
は
、
彼
が
満
足
で
き
る
も
の
で
は
な

か
っ
た
。
イ
タ
リ
ア
か
ら
の
輸
入
は
ま
だ
少
な
く
、
米
国
産
チ
ー
ズ
が
使
わ
れ
て
い
た
り
、
国

内
の
生
ハ
ム
が
用
意
さ
れ
た
り
し
て
い
た
。 

 

こ
れ
で
は
、
本
当
の
イ
タ
リ
ア
食
文
化
が
十
分
に
伝
わ
ら
な
い
。
大
き
な
危
機
感
を
い
だ
い

た
リ
ブ
ラ
ロ
ン
さ
ん
は
イ
タ
リ
ア
に
帰
国
す
る
と
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
や
弁
護
士
、
公
認
会
計

士
、
レ
ス
ト
ラ
ン
経
営
者
、
税
理
士
ら
に
日
本
の
現
状
を
訴
え
、
国
外
に
イ
タ
リ
ア
食
文
化
を

伝
え
る
学
校
の
構
想
を
語
っ
た
。 

 

こ
の
設
立
構
想
に
は
、
イ
タ
リ
ア
政
府
を
は
じ
め
、
ピ
エ
モ
ン
テ
州
政
庁
、
ト
リ
ノ
市
や
市

商
工
会
議
所
な
ど
も
興
味
を
示
し
、
政
府
公
的
機
関
の
支
援
も
受
け
た
非
営
利
団
体
と
し
て
ト

リ
ノ
で
発
足
す
る
。 

現
在
は
コ
ス
テ
ィ
リ
オ
ー
レ
村
の
城
が
学
校
施
設
と
な
っ
て
お
り
、
そ

の
改
装
費
７
億
円
の
う
ち
半
分
の
３
・
５
億
円
は
Ｅ
Ｕ
が
支
援
し
た
と
い
う
。 

 

Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
設
立
の
翌
年
、
９
２
年
に
Ｅ
Ｕ
条
約
の
調
印
が
あ
り
、
９
３
年
に
Ｅ
Ｕ
が
発
足
。

９
２
年
に
は
原
産
地
名
称
保
護
制
度
も
制
定
さ
れ
、
Ｅ
Ｕ
は
食
料
品
の
原
産
地
や
生
産
技
法
な

ど
を
認
定
し
保
護
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

こ
の
時
期
、
海
外
で
は
イ
タ
リ
ア
の
食
材
や
加
工
品
を
ま
ね
た
模
造
品
が
大
量
に
生
産
さ
れ

始
め
た
。
有
名
な
の
は
米
国
の
「
パ
ル
メ
ザ
ン
チ
ー
ズ
」
だ
。
イ
タ
リ
ア
の
「
パ
ル
ミ
ジ
ャ
ー

ノ
・
レ
ッ
ジ
ャ
ー
ノ
」
を
模
し
て
作
ら
れ
、
大
量
に
輸
出
さ
れ
た
。 

 

イ
タ
リ
ア
料
理
ブ
ー
ム
に
便
乗
し
た
類
似
品
や
偽
物
が
イ
タ
リ
ア
国
外
で
生
産
・
輸
出
さ
れ

た
こ
と
が
こ
の
制
度
を
生
ん
だ
。
イ
タ
リ
ア
の
み
な
ら
ず
欧
州
各
国
も
危
機
感
を
抱
き
、
原
産

地
名
称
の
保
護
に
大
き
く
力
を
入
れ
始
め
た
の
で
あ
る
。 

 

授
業
の
ワ
イ
ン
は
無
償
提
供 

  

Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
で
の
授
業
は
、
イ
タ
リ
ア
で
伝
統
的
に
使
わ
れ
て
い
る
食
材
を
見
て
、
触
れ
て
、

食
べ
て
、
そ
し
て
実
際
に
調
理
し
て
も
ら
う
。
料
理
に
使
わ
れ
る
食
材
、
調
味
料
は
、
オ
リ
ー

ブ
オ
イ
ル
、
バ
ル
サ
ミ
コ
酢
、
ビ
ネ
ガ
ー
、
塩
、
ハ
ー
ブ
、
ス
パ
イ
ス
、
チ
ー
ズ
、
ワ
イ
ン
な

ど
で
あ
る
。
味
や
香
り
、
原
産
地
、
加
工
の
技
法
な
ど
を
し
っ
か
り
学
ぶ
。 

 

こ
れ
ら
を
経
験
し
た
外
国
人
が
帰
国
し
て
料
理
を
再
現
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
イ
タ
リ
ア
の

エ
キ
ス
ト
ラ
バ
ー
ジ
ン
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
や
チ
ー
ズ
、
ホ
ー
ル
ト
マ
ト
な
ど
を
使
う
だ
ろ
う
。

こ
う
し
て
輸
出
に
も
貢
献
す
る
。 

 
Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
で
学
ぶ
日
本
人
も
増
え
て
お
り
、
卒
業
生
は
既
に
５
０
０
０
人
を
超
え
て
い
る
と

い
う
。
彼
ら
は
、
日
本
国
内
の
イ
タ
リ
ア
料
理
専
門
店
な
ど
で
働
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
店
で

は
、
イ
タ
リ
ア
の
食
文
化
と
食
材
が
セ
ッ
ト
で
輸
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
実
感
で
き
る
。 

 

筆
者
の
長
男
に
よ
る
と
、
Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
に
は
イ
タ
リ
ア
２
０
州
の
全
て
の
ワ
イ
ン
が
そ
ろ
っ
て 

お
り
、
ワ
イ
ン
の
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
を
学
ぶ
授
業
に
使
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
ワ
イ
ン
は
全
て
カ

ン
テ
ィ
ー
ナ
（
ワ
イ
ナ
リ
ー
）
か
ら
の
無
償
提
供
で
あ
る
。 



 

授
業
で
ワ
イ
ン
を
取
り
上
げ
る
こ

と
が
、
結
果
的
に
売
り
上
げ
や
輸
出

の
増
加
に
つ
な
が
る
―
―
。
教
師
で

ソ
ム
リ
エ
の
ジ
ャ
ン
ニ
・
デ
ル
カ
ー

ロ
さ
ん
が
、
ベ
ロ
ー
ナ
で
行
わ
れ
る

有
名
な
ワ
イ
ン
の
祭
典
に
４
日
間

出
張
し
、
各
地
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
ブ

ー
ス
を
口
説
い
て
回
っ
た
と
い
う
。

デ
ル
カ
ー
ロ
さ
ん
は
、
８
８
年
に
イ

タ
リ
ア
最
優
秀
ソ
ム
リ
エ
賞
を
受

賞
し
て
い
る
。 

 

そ
の
ワ
イ
ン
の
味
や
香
り
、
色
、

産
地
、
ブ
ド
ウ
の
種
類
、
一
番
合
う

料
理
、
醸
造
し
た
カ
ン
テ
ィ
ー
ナ
の

歴
史
な
ど
が
卒
業
生
に
よ
っ
て
他

国
に
広
ま
れ
ば
、
輸
出
増
へ
の
大
き

な
力
に
な
る
と
い
う
わ
け
だ
。 

 

 

２
カ
月
間
は
ひ
た
す
ら
訓
練 

  

ワ
イ
ン
の
授
業
は
、
無
料
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
電
話
サ
ー
ビ
ス
「
ス
カ
イ
プ
」
を
活
用
し
、

現
地
に
い
る
ワ
イ
ン
の
造
り
手
と
質
疑
応
答
を
し
な
が
ら
進
め
る
。
ワ
イ
ン
の
品
種
や
味
の
特

徴
や
醸
造
の
方
法
な
ど
を
、
造
り
手
本
人
が
詳
し
く
説
明
し
て
く
れ
る
。 

 

テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
は
、
１
〜
１
０
点
の
間
で
最
高
値
と
最
低
値
の
目
安
を
決
め
、
そ
れ
を
基

準
に
点
数
を
つ
け
る
。
例
え
ば
「
色
の
薄
さ
」
な
ら
水
を
１
点
と
し
、
血
液
や
バ
ル
サ
ミ
コ
酢

を
１
０
点
と
す
る
。
つ
ま
り
基
本
的
に
１
点
と
１
０
点
が
使
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
１
と
１
０

と
の
間
で
点
数
を
つ
け
て
い
く
。
色
６
、
酸
味
７
、
渋
み
４
…
…
と
い
っ
た
具
合
に
点
数
を
つ

け
て
い
き
、
グ
ラ
フ
を
作
る
。 

 

完
成
さ
れ
た
グ
ラ
フ
を
見
れ
ば
、
一
目
で
そ
の
ワ
イ
ン
の
個
性
が
分
か
る
。 

 

次
に
料
理
を
試
食
す
る
。
こ
れ
も
ワ
イ
ン
と
同
じ
よ
う
に
、
塩
味
６
、
甘
味
２
、
苦
味
３
…

…
な
ど
と
点
数
を
つ
け
て
グ
ラ
フ
を
作
る
。 

 

そ
し
て
、
ワ
イ
ン
と
料
理
の
グ
ラ
フ
を
重
ね
る
こ
と
で
、
そ
の
ワ
イ
ン
に
は
ど
う
い
っ
た
料

理
が
一
番
合
う
の
か
が
判
断
で
き
る
よ
う
に
訓
練
を
す
る
。 

 

Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
で
は
こ
の
訓
練
が
２
カ
月
間
ひ
た
す
ら
行
わ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
ワ
イ
ン
の
味

を
的
確
に
判
断
で
き
る
知
識
と
舌
が
養
わ
れ
る
の
だ
。 

 

イ
タ
リ
ア
の
リ
ス
ト
ラ
ン
テ
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、
ど
れ
だ
け
良
い
ワ
イ
ン
が
そ
ろ
っ
て
い

る
か
と
い
う
こ
と
以
上
に
、
料
理
に
合
う
ワ
イ
ン
を
出
せ
る
ウ
エ
ー
タ
ー
が
い
る
こ
と
だ
と
い

う
。 

 

イ
タ
リ
ア
の
ウ
エ
ー
タ
ー
は
レ
ベ
ル
が
と
て
も
高
く
、
外
国
人
観
光
客
も
多
い
ピ
エ
モ
ン
テ

州
の
ウ
エ
ー
タ
ー
学
校
で
は
、
５
カ
国
語
以
上
を
話
せ
る
よ
う
に
教
育
す
る
と
い
う
。
こ
の
あ

た
り
も
、
ウ
エ
ー
タ
ー
が
観
光
と
食
文

化
の
発
信
に
大
き
な
貢
献
を
し
て
い

る
理
由
だ
ろ
う
。 

 

Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
で
は
卒
業
前
に
、
実
際

に
リ
ス
ト
ラ
ン
テ
や
オ
ス
テ
リ
ア
に

行
っ
て
研
修
を
行
う
。
リ
ス
ト
ラ
ン

テ
の
シ
ェ
フ
や
学
校
の
教
師
ら
が
審

査
員
と
な
り
、
研
修
生
が
作
っ
た
料

理
を
試
食
し
、
そ
れ
に
点
数
を
つ
け

評
価
す
る
。 

 

リ
ス
ト
ラ
ン
テ
や
オ
ス
テ
リ
ア
に

は
研
修
生
を
受
け
入
れ
る
た
め
の
部

屋
と
シ
ャ
ワ
ー
ル
ー
ム
が
あ
り
、
寝

具
や
洗
濯
機
な
ど
日
常
に
必
要
な
も

の
を
用
意
し
て
い
る
。 

 

筆
者
の
長
男
が
研
修
を
受
け
た
ピ

授
業
の
風
景 

 

ワ
イ
ン
の
テ
ィ
ス
テ
ィ
ン
グ
用
紙 



エ
モ
ン
テ
州
の
リ
ス
ト
ラ
ン
テ
で
も
、
ベ
ッ
ド
、
洗
濯
機
、
ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト
、
冷
蔵
庫
、
調
理

器
具
、
食
器
な
ど
が
備
え
付
け
ら
れ
た
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
の
一
室
が
用
意
さ
れ
て
い
た
。 

 

Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
に
も
、
「
カ
ッ
シ
ー
ナ
・
サ
レ
リ
オ
荘
」
と
名
付
け
ら
れ
た
宿
舎
が
あ
る
。
独
立

し
た
１
４
室
の
ミ
ニ
ロ
ッ
ジ
（
５
５
平
方
㍍
）
で
構
成
さ
れ
、
各
室
に
は
二
つ
の
ベ
ッ
ド
ル
ー

ム
に
バ
ス
ル
ー
ム
、
洗
面
台
、
広
い
バ
ル
コ
ニ
ー
、
ト
イ
レ
が
あ
り
、
３
、
４
人
が
寝
泊
ま
り

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
地
下
に
有
料
の
洗
濯
機
、
乾
燥
機
も
備
わ
っ
て
い
る
。 

 

Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
が
見
据
え
る
戦
略 

  

Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
の
事
務
所
は
現
在
、
２
９
カ
国
に
あ
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
カ
ナ

か
ら
継
続
し
て
学
生
が
来
て
い
る
の
は
唯
一
日
本
だ
け
だ
と
い
う
。 

 

Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
が
見
据
え
て
い
る
の
は
、
研
修
生
た
ち
が
母
国
に
帰
っ
て
こ
こ
で
学
ん
だ
料
理
を

作
る
→
そ
の
料
理
を
作
る
た
め
に
イ
タ
リ
ア
の
食
材
や
ワ
イ
ン
、
加
工
品
を
求
め
る
→
彼
ら
が

作
っ
た
料
理
を
食
べ
た
客
が
イ
タ
リ
ア
に
観
光
に
来
る
→
イ
タ
リ
ア
で
学
ん
だ
食
文
化
や
料

理
、
歴
史
を
各
国
に
持
ち
帰
り
伝
え
る
―
―
と
い
っ
た
戦
略
で
あ
る
。 

 

そ
の
た
め
に
国
が
、
Ｅ
Ｕ
が
、
市
が
、
村
が
、
そ
し
て
企
業
や
生
産
者
が
Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
を
支
え
、

期
待
を
寄
せ
て
い
る
。
こ
こ
に
来
た
研
修
生
が
技
術
や
知
識
を
自
国
に
持
ち
帰
る
。
そ
の
先
に

は
イ
タ
リ
ア
か
ら
の
さ
ら
な
る
輸
出
、
そ
し
て
観
光
客
の
増
加
が
あ
る
の
だ
。 

（「
地
方
行
政
」
時
事
通
信
社
よ
り
） 

ダ
、
中
国
、
韓
国
、
ド
イ
ツ
、
日
本
、
米
国
、
台
湾
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
な
ど
だ
。
発
足
し
た
当
時 

 

 

           

ワ
イ
ナ
リ
ー
と
の
中
継
で
行
わ
れ
る
授
業 


